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紹介コメント 

米シリコンバレーなど国内外で1980年代に発生したVOCs地下水汚染を機に刊行された

地下水と汚染の基本を紹介する解説書である。刊行から時間は経過したが、3～4 章は地下

水の基本を学ぶ上で、「6.3 地下水の水質管理をめぐって」は未来の地下水資源を展望する

上で、現在も通用する内容となっている。当時の社会的な関心事であった VOCs に限定さ

れず重金属、農薬、放射性物質や、身近な酸性雨、し尿浄化槽といったものまで汚染源を

総括的に取り上げている。汚染を発生させず永続的な保全を実現するためにも、単なる過

去事例としてのみならず、未来へ継承すべき教訓として捉えることができる。汚染とは無

縁でも、地下水を取り巻く各項目の概要が包括的に紹介されているので、非常に理解しや

すい。 
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